





























































































































































る。それが「因果的効果の様態」（the mode of causal efficacy） の知覚である。
　　 因果的効果の様態においては、知覚者 （percipient） にとっても現在化された場所
（presented locus） における関連する出来事にとっても先行する、因果的に効力のある現






























































































































































          知覚する          因果関  
                      ； を 
                           引き  
                            
                           包含関係 
                           ；「机を知覚する」は「机がある」








  1     2      3      4        1机がある 
    身体外      身体内    脳内   2机から目までの光の伝達 












 これに対してホワイトヘッドは「個々の現実態 [現実的生起] は、本質的に物的および心的






















　これに対してホワイトヘッドは「個々の現実態 [ 現実的生起 ] は、本質的に物的および心的
















































































- . 的効果と身体経験( dily experience)としての因果的効果 
  図 3                      しかしながら、こういったホワイトヘ 
            A             ッドの直接知覚は、直接知覚において通 
                     A’         常主張されるような「透明性」(trans- 
                                                 p r ) ない。透明性とは、 
                         的対象と知覚者の間があ 
                         たかも透明であるかのように直接外的 
                         対象を明晰に知覚することである。 
    D                        
 C                      因果的効果は重ね合  
                       動として、外的対象の直接知覚だけで 
A ; 机を見る                   なく、「身体器官 対象の感知」「情報 
A’ ; 机を感知した眼を知覚する＝身体経験      が伝達される神経の活動」等々が重ね 
C ; 眼が机を感知する               合わされている。従って外的対象の直 










































































































































































 2 ）生態学的知覚論については、Gibson （1950）, Gibson （1966）, Gibson （1979）を参照。
｜ 127 ｜
ホワイトヘッドにおける直接知覚と表象
 3 ）選言主義については、Byrne and Longe （2009） とHaddock and Macpherson （2008） を参照。
 4 ）平田（2018） を参照。
 5 ）Whitehead （1978/1929）  p.40 邦訳59頁。
 6 ）平田（2014）を参照。
 7 ）同上。
 8 ）Wallack （1980） を参照。





















あれ、用意したり備えたりする（provide or furnish） するものである。…
　　　　　 　もしも陸地の表面がほぼ水平（傾斜しておらず）で、平坦（凹凸がなく）で、十分な広がり（動
物の大きさ）をもっていて、その材質が硬い（動物の体重に比して）ならば、その表面は支え


























16）Whitehead （1985/1927） p.78, 邦訳157頁。
17）Whitehead （1985/1927） p.49, 邦訳134頁。
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